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株主・機関投資家との対話推進内容①

2023年度 機関投資家との対話 実施概要

株主・機関投資家との
対話の主な対応者

CEO：決算説明会 2回（2Q・本決算）
CFO：スモールMTG 2回（1Q・3Q）、1on1ミーティング 10回/年
広報・IR室 責任者：1on1ミーティング 47回/年

対話を行った投資家
の概要

投資スタイル（延べ社数）

グロース 8

バリュー 45

GARP 3

その他 1

対応者の担当分野（延べ人数）

ファンドマネージャー 10

ポートフォリオマネージャー 24

アナリスト 23

対話の主なテーマや
株主の関心事項

当社のビジネスモデル、市場環境、成長投資分野、PBR1倍割れへの課題意識、資本政
策（株主還元方針）等

対話において把握された株主の意見・懸念の経営陣や取締役会に対するフィードバックの実施状況

2024年5月実施の取締役会において2023年度のIR活動によって得られた株主・投資家の意見・懸念点のフィー
ドバックを実施、その内容を基に議論が行われました。

当社は、当社グループの持続的な成長と企業価値向上に向けて、株主・機関投資家との建設的な対話を促進するた
め、IR活動を積極的に行っております。2023年度における株主・機関投資家との対話及び推進内容につきまして、以
下の通りご報告いたします。
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株主・機関投資家との対話推進内容②

対話の事例

国内卸売業界において一次卸の競合も淘汰が
進んでいるのではないか？その残存者利益を御
社は享受していると考えられるか？

この業界は参入が難しく淘汰は起こりにくかったが、昨今は合併など業界再編の動きも見られ始めており、
今後も出てくるのではないかと思っている。当社は生産財業界において高いプレゼンスを有していると認識
している。そのため優位に進められると思っているが、非効率な先を抱えることにならないように市場を注視
しながら対応していく。残存者利益は享受できる立場だと考えている。

貴社のキャッシュアロケーションの投資の進展が
計画よりも遅いようだが、成長投資が計画に未
達となった場合の対応は？

事業投資については、新規事業として前期に「ものづくり企業向け複合型SaaS プラットフォーム事業」
をローンチした。M＆A投資については複数案件を精査、検討を行ったものの、実現には至らなかった。
今後も積極的に新規事業投資の検討を行い、発表できる段階となれば速やかに開示させて頂く。

エクイティスプレッド拡大のためには「稼ぐ力」の維持と強化が必要であり、事業基盤をさらに固め、成
長投資を最優先に考えている。

とはいえ、計画通り進捗しない場合は以降の投資予算の計画スケジュールやキャッシュフローの予測等
を吟味して、最適なキャッシュアロケーションを行うべきであると認識している。

PBRが1倍割れの状況だが課題意識、改善策
は？

経営レベルでも課題と認識している。当社の事業モデルがわかりにくいと認識しているので市場からの理
解を促進するために引き続きＩＲ活動を積極化する。「稼ぐ力」も上げていくためにM＆Aや新規事業投
資も積極的に行い、成長率や利益水準を上げていく。その上で、財務の健全性を保ちながら資本政
策も重視して進めていく。

自己資本比率が今年度が最終年度の3カ年中
計目標の40％～45％に達しているが、ROE
が当初の目標を下回っている状況となっている。
資本政策についてはどう考えているか？

当社の事業体においては、財務安定性は信用格付けと資本効率を考えるとこの位が妥当な水準だと考
えている。これ以上に高めるということではなく、ROEの改善に向け、成長投資を積極的に行っていく方
針である。

一方で資本効率性の向上という観点から、前期には株主還元方針の変更を行い、今期は自己株式の
取得枠設定を実施した。今後も、必要に応じ、追加的な資本政策を機動的に実施する方針としている。

経営改善のためにROICを活用しているか？ 事業の経営管理において「ROIC」を明示して利用している訳ではないが、当社の管理会計においては、
数十年前から損益管理に資本コスト額の一部に相当する概念（運転資本の水準に応じてコストが発
生するという考え方）を組み込むことで、「収益性」と「資産効率性」の向上の必要性が営業担当者レ
ベルにまで浸透できている。

その結果、運転資本は低水準に維持され、事業特性上多額の固定資産を要しないこともあり、事業
毎の資本収益性は総じて高い構造となっている。
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【将来情報に関するご注意】

「この資料には、当社の計画及び業績見通し等が含まれております。将来の計画や予想数値などは、現状の入手可能な情報により、計画・予測したものであります。実際の業績等は、今後の様々な条件・要素によりこの計画等とは異なる場合があり、

この資料はその実現を確約したり、保証するものではございません。なお、金額は特に注記が無い場合は百万円未満切捨てにて表示しております。」


	スライド 0: 株主・投資家との対話の推進状況 ご報告
	スライド 1: 株主・機関投資家との対話推進内容①
	スライド 2: 株主・機関投資家との対話推進内容②
	スライド 3

